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西暦 年号 法律令の制定・改正 検討会・報告書 管轄 主旨・内容等 
1948 昭 23 
「保健婦助産婦看護婦法」
公布 
  厚生 国家免許および身分免許の導入 








1964 昭 39   「看護制度に関する意見要旨」 厚生 
看護概念の明確化と拡大化をはかる必要性 
看護婦教育の総合 
1967 昭 42 
「指定規則」一部改正 
カリキュラム第 1次改正 










1987 昭 62   「看護制度検討会報告書」 厚生 
専門看護師・訪問看護師の育成 
看護基礎教育課程の男女区別の見直し 
1989 平 1 
「指定規則」改正  
第 2次改正 




1994 平 6   
「少子高齢社会看護問題検討
会報告書」 




  厚生 
時間数から単位数の規定へ変更 
在宅看護論と精神看護学の追加 























































































































































































































表３ 現行の看護師養成カリキュラム40  



























































































































ている。三人が収集した文献は 1955年から 2006年の 52年間に及んでおり、従来の〈ケア
リング〉の議論を示すのに十分意義があると考えた。 

























































































いる。「われわれはふだん“A と B とが在って、そのあいだに関係が成立する”と捉えてい













































































































































も外すわけにはいかない。E.オリヴィア・べヴィスとワトソンの著書“Toward a Caring 























ェン（Ruth Nanda Anshen 1900-2003）が、種々の分野における最も傑出した思想家・世界
的指導者によって書かれた創造的な書物を出版するために企画・編集した“World 






Ⅰ 他者の成長をたすけることとしてのケア：Caring as Helping the Other Grow 
Ⅱ ケアの主要な要素：Major Ingredients of Caring 
Ⅲ ケアの主要な特質：Some Illuminating Aspects of Caring 
Ⅳ 人をケアすることの特殊な側面：Special Features in Caring for People 
Ⅴ ケアはいかに価値を決定し、人生に意味を与えるか：How Caring May Order and Give  
Meaning to Life 






































































































































































































































































































































































































































































ルゲート大学（Colgate University）、南メイン（University of Southern Maine）大学な
どで教育哲学を教え、現在はスタンフォード大学の名誉教授である115。ノディングズの著書
は、1984 年から 2013 年の間に 12 冊あり116、そのうち和訳されているのは４冊である117。





























































































位置づけた著書『ケアリング 倫理と道徳の教育―女性の観点から』Caring: A Feminine 
Approach to Ethics & Moral Education,を主に用いて分析する。本書は全８部で構成され
ている。以下に原語も併せて記す。 
１ なぜケアリングにかかわるのか：Why Care About Caring? 
２ ケアするひと：The One-Caring 
３ ケアされるひと：The Cared-For 
４ ケアリングの倫理：An Ethic of Caring  
５ 理想の構築：Construction of The Ideal 
42 
 
 ６ 理想の高まり：喜び：Enhancing The Ideal :Joy 
７ 動物、植物、事物、観念に対するケアリング:Caring for Animals,Plants,Things 








































































































































ての教育の第一目標である」と論じたのである。   













































































































































































































































































































































































































































































































































































    それでは、最初の一打は、どのようにして生まれるのか。言い換えれば、彫刻家は、 
































































































































































































































































































































































































































































































































   デューイによれば、前者においては、「主として、さまざまな教科部門（branchers 
of study）に区分された情報から成り立っており、各教科は全蓄積の諸部分を順次















































































































































































































































































































































































































































































































成人看護学実習 老年看護学実習 小児看護学実習 母性看護学実習 精神看護学実習
成人看護学演習 老年看護学演習 小児看護学演習 母性看護学演習 精神看護学演習































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































基礎分野 専門基礎分野 専門分野Ⅰ 専門分野Ⅱ 統合分野








医療英語 臨床薬理学 基礎看護学演習 成人・老年・小児・母性・
精神看護学演習
在宅看護論演習




















































































































3 レイニンガーは 1984 年に文化人類学的視点から「文化を越えたケアリング」について言
及した看護学者である。ケアリング概念の発展に寄与した看護学者は他に、ジーン・ワ











26年 9月  
7 佐藤芙佐子「ケアリング」大西和子・岡部聰子編『成人看護学概論』ヌーヴェルヒロカ
ワ、2009年、p.171. 
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28 看護行政研究会『看護六法平成 26年版』新日本法規出版、p.1223. 
29 1987年の看護職員需給率は 92.2％であった。100％に達するのにその後 6年かかってい
る。日本看護協会「厚生労働省等の看護行政の足跡」『保健師助産師看護師法 60年
史』、2009年、p.128. 
















                                                                                  
大学：学部等の専攻に係る専門の学芸を教授するとともに、幅広く深い教養及び総合的 


















http://www.nurse.or.jp/up 2015年 3月 31日 検索日 
39日本看護協会広報部「2016年病院看護実態調査」速報、
https://www.nurse.or.jp/up_pdf/20170404155837_f.pdf 検索日 2018年 6月 26日 

































“Caring：An Essential Human Need”を発表したのは、メイヤロフの著書が出版され








と病気におけるストレスとコーピング』“The Primacy of Caring：Stress and Coping 

































68 同上書、pp.183-215.    
69 高橋隆雄「メイヤロフ―ケア論への道」熊本大学倫理学研究室、『先端倫理研究』７
巻、2013年、p.112. 
70 1965年の論文は以下に記す 16の見出しで構成されている。 
「ケアの現象学 1．差異の中の同一性  2．他者の価値の感得  3．他者の成長をたすけ
ること  4．関与と受容性  5．専心  6．相手の不変性  7．ケアにおける自己実現  8．
忍耐  9．結果に対する過程の重要性  10．信頼 11．謙遜 12．希望 13．勇気 14．
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 To be thought of primarily as the re-creation of one 's own person through 



































































115 http://infed.org/mobi/nel-noddings-the-ethics-of-care-and-education/  
https://ed.stanford.edu/faculty/ 検索日 2016年１月 26日 
116 編著書および論文は含んでいない。 
117 わが国において翻訳されているのは、『ケアリング 倫理と道徳の教育―女性の観点か
ら』Caring: A Feminine Approach to Ethics & Moral Education, University of 
California Press, 1984.2003. 『学校におけるケアの挑戦 もう一つの教育を求めて』
The Challenge to Care in Schools, Teachers College, Columbia University, 1992.
『教育の哲学―ソクラテスからケアリングまで』Philosophy of Education, Westview 
Press ,1995.2007.2012. 『幸せの教育』Happiness and Education, Cambridge 
University Press, 2003.の４冊である。 
118 先行研究収集は、論文検索サイト CiNiiを用いて行った。「ノディングズ」または
「Noddings」をキーワードとして検索した結果、ノディングズに関する日本における先




げているノディングズの著書の大部分を占めるのは、Caringと The Challenge to Care 





























































150 この見取り図についての原著での文章は、a picture of those moments in which I 























































 アリング論研究者である。しかし、メイヤロフの著書 On Caringの初刊年は 1971年、
114 
 
                                                                                  
ノディングズの著書 Caringの初刊は 1984年であることからも、ノディングズはメイヤ
ロフを踏まえていると考えられる。 




 深井喜代子編『新体系看護学全書基礎看護技術』メヂカルフレンド社、2013 年. 
174 生田久美子「技術・技能」教育思想史学会編『教育思想事典』、2000年、p.116. 
175 中村雄二郎『臨床の知とは何か』岩波書店、1992年、p.69. 





































































205 同上書、p.139.  
206 例年、２月下旬に看護師国家試験が実施され、３月下旬にその結果が発表される。この
試験に合格できなければ、４月から看護師として働くことはできない。 
207 平成 30年に実施された国家試験合格率は、看護師 91.0％、保健師 81.4％、助産師
91.0％であった。他の代表的な医療職の合格率は、医師 90.1％、薬剤師 70.6％、理
学療法士 81.4％、診療放射線技師 84.8％、臨床検査技師 90.5％である。 
（厚生労働省ホームページ「国家試験合格発表」 
https://www.mhlw.go.jp/general/sikaku/successlist/2018/siken03_04_05/about.htm






209 「大学設置基準第 19条」川須美子、浦野東洋一、小野田正利『平成 19年度版教育小六
法』学陽書房、2007年、p.260. 
210「短期大学設置基準第 5条」、上掲書、p.277. 
211 「学校教育法第 82条の２」、上掲書、p.128. 
212 林信弘『新版教育の哲学的探求―アイデンティティを求めて―』法律文化社、1992
年、p.20. 
213 John Dewey,Democracy and Education,The Macmillian Company, 
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NewYork,1916,1954,p.220. 
214 Ibid,p.158. 
215 John Dewey,The School and Society,in:The Middle Works.1899-1924,VolumeⅠ,the 















































































242  シ ラ バ ス 検 索 、 日 本 赤 十 字 広 島 看 護 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ
https://kyoumu.jrchcn.ac.jp/unias/AGA030PVI01EventAction.do 検索日：2018 年 11













































































指導教授の大西正倫先生には、平成 19年度の修士論文作成の１年間と、平成 23年４月 
に博士後期課程に入学してから現在までの８年間（４年間は大学院生、４年間は研究員と
して）の９年間にわたって、ご指導いただきました。教育学の奥深さは、大西先生が指導
教員でなければ、ここまで感じることはなかったのではないかと思っています。教育学に
対する学問的理解はまだまだ不十分ではありますが、今後も〈教育〉に真摯に向き合い取
り組んでいきます。 
本論文の審査にあたって、貴重なご助言をいただきました佛教大学保健医療技術学部看 
護学科山本直美先生ならびに佛教大学教育学研究科渡邉照美先生にも感謝申し上げます。 
佛教大学教育学研究科生涯教育専攻の諸先生方には、講義における関わりだけではな 
く、常に温かいまなざしで導いていただきました。教育学を追求する学び舎として、佛教
大学を選んでよかったと思える 11年間でした。 
新潟県立看護大学において、共に看護学教育にあたっている同僚からは、実に様々な形 
での支援を得ました。とりわけ、同じ看護学領域の中島通子先生には、論文提出時期の実
習指導に関して多大なご配慮をいただき、本論文を仕上げることができました。また、本
論文中においても引用している『看護教育学』の著者でもある舟島なをみ先生からは、折
に触れて、看護教育学研究者としてのあり方を間近く学ぶことができました。 
さらに、新潟県上越市内の病院で働く看護職の方々の〈ケアリング〉への関心の高さに 
も刺激を受けることが多く、研究に向かうことができました。 
最後に、家族と友人たちの存在が、常に私の原動力でした。 
本研究のテーマである〈ケアリングの教育〉の研究は、今後も取り組み、看護教育の場 
で還元し続けることで、恩返しをしていく所存です。 
 
 
 
 
